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従来の断面積調整法を適用すると、物理的には相関のないパラメータ間の共分散行列も調整される傾向が

ある。そこで、本研究では、独立した核データ群それぞれについてベイズ理論による調整を施すことで、物

理的には相関のないパラメータ間の共分散行列についての調整を回避する方法を検討した。 
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1. 手法 

従来の断面積調整法と同様に、実験値、計算値、断面積は正規分布に従いばらつくという仮定を用いて式

を導出する。また、本検討では実験誤差、計算誤差、断面積起因の誤差はそれぞれ独立とする。断面積を、

それぞれが独立となる核データ群に分けて個別に調整を行うことを考える。核データ群𝑇を互いが独立とな

る𝑁個の核データ群に分ける場合、核データ群𝑇1, 𝑇2, . . , 𝑇𝑁に分割し、𝑇𝑖と𝑇𝑗(𝑗 ≠ 𝑖)が独立になっていることを

前提として、𝑇𝑖について調整を施す。まず、ベイズの理論により、 

𝑃(𝑇𝑖|𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0]) =
𝑃(𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0]|𝑇𝑖)𝑃(𝑇𝑖)

𝑃(𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0])
 (1) 

が得られる。ここで、𝑅𝑒は実験値、𝑇0は核データ群𝑇の事前分布における期待値、𝑅𝑐[𝑇0]は𝑇0を用いて得られ

る計算値である。核データ群𝑇𝑖は正規分布に従うと仮定すると、𝑇𝑖の確率分布は次式で表現できる。 

𝑃(𝑇𝑖) = 𝑐𝑜𝑛𝑠𝑡. 𝑒𝑥𝑝 (−
1

2
(𝑇𝑖 − 𝑇𝑖,0)

𝑡
𝑀𝑖

−1(𝑇𝑖 − 𝑇𝑖,0)) (2) 

𝑇𝑖,0は核データ群𝑇𝑖の事前分布における期待値である。𝑇𝑖が与えられたとき、(𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0])の期待値は𝐺𝑖(𝑇𝑖 −

𝑇𝑖,0)、(𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0])の分散は(𝑉𝑒 + 𝑉𝑚 + ∑ 𝐺𝑗𝑀𝑗𝐺𝑗
𝑡𝑁

𝑗,𝑗≠𝑖 )となるため、𝑃(𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0]|𝑇𝑖)は次式で表現できる。 

𝑃(𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0]|𝑇𝑖) 

= 𝑐𝑜𝑛𝑠𝑡. 𝑒𝑥𝑝
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𝑡

(𝑉𝑒 + 𝑉𝑚 + ∑ 𝐺𝑗𝑀𝑗𝐺𝑗
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× (𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0] − 𝐺𝑖(𝑇𝑖 − 𝑇𝑖,0)) )

 
 

 
(3) 

ここで、𝐺𝑖は𝑇𝑖の感度係数、𝑉𝑒と𝑉𝑚はそれぞれ実験値と計算値の分散である。式(2)、(3)を式(1)に代入し、整

理すると、事後分布における核データ群𝑇𝑖の期待値および共分散行列はそれぞれ 

𝑇𝑖,0′ = 𝑇𝑖,0 +𝑀𝑖′𝐺𝑖
𝑡 (𝑉𝑒 + 𝑉𝑚 + ∑ 𝐺𝑗𝑀𝑗𝐺𝑗
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(𝑅𝑒 − 𝑅𝑐[𝑇0]) (4) 

𝑀𝑖′ = 𝑀𝑖 −𝑀𝑖𝐺𝑖
𝑡(𝑉𝑒 + 𝑉𝑚 + 𝐺𝑀𝐺

𝑡)−1𝐺𝑖𝑀𝑖 (5) 

となる。ここで、𝐺𝑀𝐺𝑡は全核データに起因する不確かさである。本発表において、式(4)で得られる核データ

は従来の断面積調整法で得られる核データと同じになること、式(5)で得られる共分散行列は従来の断面積調

整法で得られる共分散行列における𝑇𝑖に対応する区分行列と同じとなることを説明する。一方で、本手法で

調整を施す場合は、特定の断面積のセット𝑇𝑖についてのみ調整を施すことが可能であり、𝑇𝑖と𝑇𝑗(𝑗 ≠ 𝑖)の相関

に対しては調整されない。 

2. まとめ 

本検討では、断面積セットを互いが独立となる複数の断面積セットに分割し、分割した断面積セットそれぞ

れについてベイズ理論に基づき適用する断面積調整法を導出した 
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